
障害年金を必要とする人 が々あなたを待つています

二十ズ′ヾ一 んだ

なグ斉せん力1
明日からでも障害年金の裁定請求実務ができるようになるために

特定非営利活動法人 障 害年金支援ネットワークのセミナー

『障害年金業務はどのように進めたらいいか』の受講をお勧めします。

◎ 障 害年金は、受給要件が単純明快な老齢年金や遺族年金とは次元の違う、

異質の年金です。

◎ 外 傷のように誰の目にもはつきり判る障害でないと、社会保険労務士の

支援なしに障害年金の受給権を取得することは、大変困難です。

◎ 障 害年金の潜在的受給権者は、数万人から数十万人とみられます。

多数の人々が、障害年金受給についてあなたの支援を待っています。

会場略図



セミナー 『障害年金はどのように進めたらいいか』
カリキュラムの大要

～クライアン トとの面談から審査請求まで～

1 障 害者 と障害年金受給者の実態

2 何 故障害年金は受給 しにくいのか。

3 社 会保険労務士は障害年金にかかわれる唯―の資格者

4 障 害年金業務を成功させるために何が必要か。

5 障 害年金請求の代行依頼を受けたら  先 ずクライアン トと面談

6 主 治医と面談 して診療情報を聴取し診断書を依頼

7 請 求手続きの設計図を結 く。

8 障 害程度の見極めとその補強

9 診 断書チェックはここに注目

10 精 神障害と肢体障害における診断書チェックの具体例

11 事 例 I《 心肺停上の原因は何だつたのか》

12 事 例工 《悪性 リンパ腫が障害と認められないのは何故か》

13 事 例Ill《神経梅書が有期認定は不当》

14 不 支給処分を受けたら

審査請求するかしないかは裁定請求時の診断書次第

15 審 査請求のねらいどころ

16 質 疑 ・応答

※ カ リキュラムは一部変更することがあります。

【講師 :青木久馬 略歴】
・1932年 、新潟県出身
・1987年 、旧住友銀行勤務を経て開業
・2000年 、障害年金支援ネットワークの設立を提唱
・2001年 、同ネットワーク設立
・同ネットワーク理事として今日に至る。
,関わつた障害年金の裁定請求約 120件、審査請求9件、

再審査請求 3件
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